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口蹄疫対策に係る補正予算（第３号）案について

平成22年5月臨時議会提案

宮 崎 県 総 務 部 財 政 課

１ 防疫対策 ９億円（補正後１５億円）

○「口蹄疫緊急防疫対策事業」

(1) 事業概要

口蹄疫発生件数及び殺処分頭数の増加に対応するため必要となった防疫対策費を

追加し、感染の拡大防止と早期の清浄化を図る。

(2) 予算額 ９００,０００千円（国費３８３,３００千円）

２ 発生農家対策 ５０億円

○「○新 発生農家経営再建支援事業」

(1) 事業概要

発生農家の経営再建を支援するため、家畜伝染病予防法に基づく手当金と殺処分

した家畜等の評価額の差額（1/5）に相当する金額を補助する。

(2) 予算額 ５,０００,０００千円（全額県費）

３ 生産安定緊急対策 １５.８億円

○「○新 肉用牛出荷遅延対策事業」

(1) 事業概要

市場等の閉鎖に伴う出荷遅延によって生じる、肉用牛の飼料代の増を補てんする。

(2) 予算額 ２８５,２５０千円（全額県費）

○「○新 口蹄疫影響緩和緊急支援事業」

(1) 事業概要

市場等の閉鎖に伴い出荷遅延となった子牛のセリ価格が口蹄疫発生前の平均価格

を下回った場合、その差額（上限３７千円）を農家へ助成する。

(2) 予算額 ９８１,３９０千円（全額県費）
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○「○新 子牛導入促進対策事業」

(1) 事業概要

市場等の閉鎖に伴い出荷遅延となった子牛の購入者に助成を行い、子牛セリ価格

の安定を図る。

(2) 予算額 ３１５,０３６千円（全額県費）

４ 経営安定対策 １億円

○「○新 みやざきの畜産経営再生プロジェクト支援事業」

(1) 事業概要

口蹄疫発生地域に畜産農家の経営再建を総合的に支援するチームを設置し、被害

農家に対する総合的な指導・支援を行い、被害産地の早期再生を図る。

(2) 予算額 １００,０００千円（全額緊急雇用創出事業特例基金）

※詳細は、別添の事業説明資料参照
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平成22年度口蹄疫対策事業説明資料

（５月補正分）

（部局：農政水産部）

事 業 名 口蹄疫緊急防疫対策事業

新規・既定の別 新規・既定 担当所属 畜産課

１ 事業の目的

口蹄疫発生件数の増加に対応するため必要となる防疫対策経費を追加し、感染

の拡大防止と早期の清浄化を図る。

２ 事業概要

(1) 事 業 期 間 平成２２年度

(2) 事 業 主 体 県

(3) 事業費積算

① 初動防疫対策（防護服、消毒剤、重機リースの追加等）

現 計 予 算 追 加 補 正 合 計

224,700 千円 371,900 千円 596,600 千円

② まん延防止対策（消毒ポイントの増設、自主防疫薬剤の追加配付等）

現 計 予 算 追 加 補 正 合 計

375,300 千円 388,100 千円 763,400 千円

③ まん延防止追加対策（道路用消毒マット、道路消毒散水車、再整地、悪臭

対策等）

現 計 予 算 追 加 補 正 合 計

0 千円 140,000 千円 140,000 千円

④ 合計

現 計 予 算 追 加 補 正 合 計

600,000 千円 900,000 千円 1,500,000 千円
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平成22年度口蹄疫対策事業説明資料

（５月補正分）

（部局：農政水産部）

事 業 名 発生農家経営再建支援事業

新規・既定の別 新規・既定 担当所属 畜産課

１ 事業目的

口蹄疫発生により家畜を殺処分した農家に対して、経営支援のための補助金を

交付し、今後の経営に向けて安心感を与えるとともにその再建を支援する。

２ 事業概要

発生農家の経営再建等を支援するため、家畜等の評価額の１／５に相当する金

額を補助する。

(1) 予 算 額 ５，０００，０００千円

(2) 事 業 期 間 平成２２年度

(3) 事 業 主 体 県

(4) 事業費積算

① 殺処分した家畜の評価額 × １／５

② 埋却した汚染物品の評価額 × １／５
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平成22年度口蹄疫対策事業説明資料

（５月補正分）

（部局：農政水産部）

事 業 名 肉用牛出荷遅延対策事業

新規・既定の別 新規・既定 担当所属 畜産課

１ 事業の目的

口蹄疫発生に伴う移動・搬出制限や子牛セリの休止により出荷遅延となった肉

用牛の飼養経費に対する助成を行うことにより、畜産農家の経営の維持安定を図

る。

２ 事業の概要

(1) 予 算 額 ２８５，２５０千円

(2) 事業期間 平成２２年度

(3) 事業主体 社団法人宮崎県畜産協会

(4) 事業内容

① 子牛出荷遅延対策（県内全域対象） １４７，０５０千円

セリの休止に伴う出荷遅延により増加した子牛の飼養管理経費（エサ代

等）を助成

② 枝肉出荷遅延支援対策（移動・搬出制限区域内） １３７，７００千円

移動・搬出制限に伴う出荷遅延により増加した肥育牛の飼養管理経費を

助成

③ 事務費 ５００千円
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平成22年度口蹄疫対策事業説明資料

（５月補正分）

（部局：農政水産部）

事 業 名 口蹄疫影響緩和緊急支援事業

新規・既定の別 新規・既定 担当所属 畜産課

１ 事業の目的

口蹄疫終息後の子牛セリ価格の低下が懸念されることから、再開後のセリ価格

の状況に応じて一定の助成を行い、畜産農家の経営の維持・安定を図る。

２ 事業の概要

(1) 予 算 額 ９８１，３９０千円

(2) 対象地域 県内全地域

(3) 事業期間 家畜市場再開後各市場２回

(4) 事業主体 社団法人宮崎県畜産協会

(5) 事業内容

① 価格補てん対策 ９７９，３９０千円

再開後の各セリ市場の月平均価格が口蹄疫発生前の平均価格を下回った場

合、その差額の一定割合（上限３７千円）を子牛販売農家に対して助成する。

② 事務費 ２，０００千円
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平成22年度口蹄疫対策事業説明資料

（５月補正分）

（部局：農政水産部）

事 業 名 子牛導入促進対策事業

新規・既定の別 新規・既定 担当所属 畜産課

１ 事業の目的

口蹄疫終息後の子牛セリ市場において、出荷遅延となった子牛を一定の価格以

上で購買した者に対して助成を行い、子牛セリ価格相場の安定を図る。

２ 事業の概要

(1) 予 算 額 ３１５，０３６千円

(2) 事業期間 家畜市場再開後各市場２回

(3) 事業主体 社団法人宮崎県畜産協会

(4) 事業内容

① 子牛導入促進対策 ３１４，５３６千円

出荷遅延となった子牛を実行単価（口蹄疫発生前の平均価格の９割）以上

で購買した場合、子牛の種類等に応じて一定の額を助成する。

② 事務費 ５００千円
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平成22年度口蹄疫対策事業説明資料

（５月補正分）

（部局：農政水産部）

事 業 名 みやざきの畜産経営再生プロジェクト支援事業

新規・既定の別 新規・既定 担当所属 農政企画課

１ 事業の目的

口蹄疫発生地域に、畜産農家の経営再建を総合的に支援するチームを設置し、

被害農家の実情に応じた総合的な指導・支援を行い、被害産地の早期再生を図る。

２ 事業の概要

(1) 予算額 １００，０００千円

※緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用

(2) 事業期間 平成２２年度

(3) 事業主体 県（社団法人宮崎県畜産協会）

(4) 事業内容

① 畜産経営再生支援チームの設置 ３５，７７３千円

・ 県内２ヶ所に拠点を設け、相談員を３０名など設置

② 相談員等による総合支援 ６４，２２７千円

・ 経営再生に向けた調査及び経営再生計画の策定

・ 資金・補助事業等の活用相談

・ 飼養・衛生管理の指導や「心のケア」等


